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新
緑
が
映
え
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、

寒
暖
の
差
が
激
し
い
日
も
あ
り
ま
す
。
ご

自
愛
く
だ
さ
い
。

   

「
尾
張
名
古
屋
・
歴
史
街
道
を
行
く
ー

社
寺
・
城
郭
・
尾
張
藩
幕
末
史
—
」
を
お

送
し
て
い
る
今
年
の
か
ら
の
か
わ
ら
版
。

今
月
は
尾
張
国
府
に
つ
い
て
で
す
。

★
尾
張
国
府
と
駅
路

   

尾
張
氏
が
治
め
た
尾
張
国
に
も
律
令
制

の
下
で
国
府
が
置
か
れ
ま
す
。
国
府
は
各

地
の
中
心
地
域
に
設
け
ら
れ
、
国
府
間
は

道
で
結
ば
れ
ま
す
。

   

七
世
紀
頃
の
文
献
や
木
簡
に
は
尾
張
国

と
尾
治
国
の
二
つ
の
表
記
が
見
ら
れ
ま
す
。

い
ず
れ
も
「
尾
張
氏
が
治
め
た
国
」
と
い

う
意
味
で
す
。

   

尾
張
氏
は
尾
張
国
造
を
務
め
ま
し
た
。

国
造
は
「
く
に
の
み
や
つ
こ
」
ま
た
は
「
こ

く
ぞ
う
」
と
読
み
、
地
方
を
治
め
る
官
職

を
指
し
ま
す
。

   

各
地
の
国
造
は
土
着
の
豪
族
が
務
め
、

尾
張
国
に
お
い
て
は
尾
張
氏
で
す
。

   

六
四
五
（
大
化
元
）
年
の
大
化
改
新
か

ら
七
〇
一
（
大
宝
元
）
年
の
大
宝
律
令
の

間
に
、
古
代
国
は
徐
々
に
整
理
さ
れ
て
令

制
国
（
り
ょ
う
せ
い
こ
く
）
に
置
き
換
わ

り
ま
す
。

   

令
制
国
と
は
律
令
制
に
基
づ
い
て
設
置

さ
れ
た
地
方
の
行
政
単
位
で
す
。
律
令
国

と
も
言
い
、
中
央
か
ら
国
司
が
任
命
ま
た

は
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

   

令
制
国
の
政
府
機
関
は
国
衙
（
こ
く
が
）

ま
た
は
国
庁
（
こ
く
ち
ょ
う
）
で
あ
り
、

国
衙
の
所
在
す
る
地
域
を
国
府
（
こ
く
ふ
、

こ
う
）
ま
た
は
府
中
と
呼
び
ま
す
。
尾
張

国
の
国
府
は
稲
沢
で
す
。

   

国
府
に
は
国
庁
の
ほ
か
、
国
分
寺
・
国

分
尼
寺
、
総
社
（
惣
社
）
が
設
置
さ
れ
、

令
制
国
に
お
け
る
政
治
・
司
法
・
軍
事
と

と
も
に
宗
教
の
中
心
地
と
な
り
ま
し
た
。

   

国
分
寺
・
国
分
尼
寺
の
建
立
は
七
四
一

（
天
平
十
三
）
年
、
聖
武
天
皇
に
よ
る
国

分
寺
建
立
詔
に
端
を
発
し
ま
す
。

   

都
と
令
制
国
の
国
府
の
間
に
は
駅
路
（
七

道
駅
路
）
が
造
ら
れ
、
川
や
海
に
隣
接
す

る
国
府
に
は
、
国
府
津
と
呼
ば
れ
る
湊
も

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

   

こ
の
時
代
の
伊
勢
湾
の
海
岸
線
は
稲
沢

に
近
い
位
置
に
あ
り
、
周
辺
に
は
木
曽
川

や
日
光
川
が
流
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
尾

張
国
府
の
国
府
津
の
役
割
を
担
っ
た
の
が

津
島
で
す
。

   

国
府
に
は
国
司
の
ほ
か
、
役
人
や
国
博

士
、
国
医
師
な
ど
が
配
置
さ
れ
、
小
国
で

数
十
人
、
大
国
で
は
数
百
人
規
模
だ
っ
た

と
推
定
さ
れ
ま
す
。
周
辺
に
集
ま
る
農
民

や
商
人
も
含
め
る
と
千
人
を
超
え
る
町
と

な
り
、
畿
内
以
西
の
大
国
や
大
宰
府
で
は

数
千
人
に
達
し
て
い
ま
し
た
。

★
松
下
と
下
津

   

肥
沃
な
尾
張
国
は
農
業
生
産
力
が
高
く
、

古
代
か
ら
須
恵
器
な
ど
も
作
ら
れ
、
畿
内

に
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
朝
廷
を
支
え
る

律
令
国
と
し
て
成
長
し
ま
す
。

   

尾
張
国
府
の
具
体
的
な
場
所
に
つ
い
て

は
、
地
名
を
根
拠
に
次
の
二
ヶ
所
が
比
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

   

ひ
と
つ
は
稲
沢
の
松
下
。
こ
の
地
域
に

は
「
国
衙
」
と
い
う
小
字
が
あ
り
ま
す
。

推
定
地
域
は
三
宅
川
の
自
然
堤
防
上
で
あ

り
、
真
北
を
基
線
と
し
て
国
府
が
形
成
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
近
く
に
尾
張
大

国
霊
神
社
が
総
社
と
し
て
鎮
座
し
て
い
た

こ
と
も
有
力
な
根
拠
で
す
。

   

も
う
ひ
と
つ
は
稲
沢
の
下
津
。
こ
の
地

域
に
は
「
国
府
」
と
名
の
付
く
小
字
が
あ

り
、
相
次
ぐ
洪
水
が
原
因
で
松
下
か
ら
下

津
に
国
府
が
移
っ
た
と
す
る
説
も
あ
り
ま

す
。
下
津
は
宿
場
町
と
し
て
発
展
し
、
室

町
期
に
は
守
護
所
も
置
か
れ
ま
し
た
。
そ

の
基
盤
が
国
府
時
代
に
形
成
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

   

倭
・
百
済
連
合
軍
と
唐
・
新
羅
連
合
軍

が
戦
っ
た
白
村
江
の
戦
い
（
六
六
三
年
）

以
降
、
大
陸
や
朝
鮮
半
島
か
ら
の
侵
攻
に

備
え
、
朝
廷
は
九
州
に
防
人
を
配
置
し
ま

す
。
尾
張
国
は
防
人
に
任
じ
ら
れ
た
東
国

人
が
西
国
に
向
か
う
際
の
往
還
路
と
な
り
、

往
来
が
増
え
、
街
道
や
宿
場
町
の
原
形
が

生
ま
れ
ま
す
。

★
尾
張
八
郡

   

七
〇
一
（
大
宝
四
）
年
に
朝
廷
は
初
め

て
「
日
本
」
と
い
う
国
号
を
使
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
方
は
国
・
郡
・
里
の
三
段
階

に
区
分
さ
れ
ま
す
。
七
〇
四
年
に
は
全
国

の
国
印
が
鋳
造
さ
れ
「
尾
張
国
」
と
い
う

表
記
が
定
着
し
ま
す
。

   

律
令
体
制
下
に
お
い
て
も
国
造
は
存
続

し
、
律
令
国
造
と
呼
ば
れ
ま
す
。
し
か
し

支
配
の
実
権
は
国
司
に
移
り
、
国
造
は
祭

祀
を
司
る
世
襲
制
の
名
誉
職
と
し
て
、
国

造
の
後
裔
で
あ
る
郡
司
が
兼
任
し
ま
し
た
。

九
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
国
造
本
紀
に
は
、
全

国
百
三
十
五
の
国
造
の
設
置
時
期
と
被
官

者
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。

   

九
二
七
（
延
長
五
）
年
の
延
喜
式
に
よ

れ
ば
、
尾
張
国
は
海
部
・
中
嶋
・
葉
栗
・

丹
羽
・
春
部
・
山
田
・
愛
智
・
知
多
の
八

郡
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

   

鎌
倉
時
代
に
も
依
然
と
し
て
国
府
と
国

司
は
存
在
し
ま
し
た
が
、
南
北
朝
時
代
の

混
乱
で
国
司
の
実
権
は
失
わ
れ
、
守
護
の

力
が
増
大
し
ま
す
。

   

室
町
時
代
に
入
る
と
守
護
に
よ
る
領
国

支
配
が
進
み
、
軍
事
警
察
権
の
み
な
ら
ず

行
政
権
も
手
に
し
た
守
護
を
守
護
大
名
と

呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
国
司
は
名
目
だ

け
の
官
職
と
な
り
、
守
護
大
名
や
守
護
代
、

有
力
な
国
人
な
ど
か
ら
勃
興
し
た
戦
国
大

名
が
領
国
支
配
の
正
当
性
を
主
張
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
国
府
は
徐
々
に
忘
れ
去

ら
れ
た
存
在
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

   

こ
の
時
期
に
尾
張
国
を
治
め
た
の
が
三

管
領
の
ひ
と
つ
斯
波
氏
で
あ
り
、
後
に
斯

波
氏
の
臣
下
か
ら
織
田
氏
が
台
頭
し
ま
す
。

★
国
分
寺
と
国
分
尼
寺

   

尾
張
国
府
が
置
か
れ
た
稲
沢
に
は
、
国

分
寺
と
国
分
尼
寺
も
創
建
さ
れ
ま
し
た
。

来
月
は
稲
沢
の
国
分
寺
、
国
分
尼
寺
に
つ

い
て
で
す
。
乞
ご
期
待
。


